
主な市民意見（２０４０年までに必要なこと） 

 

 

⑥一人ひとりが高い防災意識を持ち、互いに支えあいながら、強さとしなやか

さを持ったまちで安心して暮らしている。 

 

・世代や地域を超えて様々な主体が連携・参加して防災の取り組みを行っている。（WS） 

・2040 年の社会環境に対する不安要素（アンケート） 

 「自然災害」が 8割台半ばと最も高い 

・直近 3年間の防災訓練への参加状況（アンケート） 

 「参加しなかった」が 6割近くと最も高い。 

 

 

 

 

⑦行きたいときに、行きたいところへ簡単にアクセスでき、便利で快適な生活を

送っている。 

 

・高齢者や障害者などの交通弱者を助ける仕組みが整備されている。（WS） 

・買い物に便利な循環バスが運行できている。（WS） 

・買い物に不便を感じている理由（アンケート） 

 「バスや電車の本数が少ないなど交通の便が悪い」が 2割近くで 4位 

 

 

 

 

⑧地域産業のイノベーションによって、より便利で豊かな生活を享受して暮ら

している。 

 

・高齢者の買い物への不安が解消されている。（WS） 

・産官連携による取組が推進されている。（WS） 

・“モノ”ではなく、“心の幸福”が満たされている。（WS)  

・社会環境に対する不安感（アンケート） 

 「労働力不足」が６割台半ばとなっている。 
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⑨お気に入りの「ふるさと八王子」の魅力を発信し、世界が「Ｈａｃｈｉｏｊｉ」

の魅力を体感している。 

 

・ワーケーションが推進されている。（WS） 

・地域の魅力を掘りおこす機会が設けられている。（WS）  

・2040 年頃の八王子市に“残したい資源”や“大切にしてほしいもの”（アンケート） 

 「地域の伝統文化、歴史といった教養。伝えていける人財。豊かな自然」 

 

 

 

 

⑩地球規模で考え、地域で実践し、環境負荷ゼロのまちを目指しながら暮らして

いる。 

 

・二酸化炭素排出削減を推進している。（WS） 

・プラスチックごみが削減されている。（WS） 

・社会環境に対する不安感（アンケート） 

 「地球規模の温暖化進行」及び「環境負荷の増大」が８割強となっている。 

 

 

 

 

⑪自然と調和したまちで、みどりあふれる美しい空間を満喫しながら心豊かに

暮らしている。 

 

・農林業への支援が行われている。（WS） 

・里山や休憩地が活用されている。（WS） 

・ 2040 年頃の八王子市に“残したい資源”や“大切にしてほしいもの”（アンケート） 

 「自然を多く残してほしい。」、「恵まれた自然を残し、災害に強いフレキシブルでスピード

感のある若々しい都市」 

 

 

 


